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1. Excel フリー 修正事例集について 

本マニュアルでは、Excel フリー書式の具体的な修正方法を記載しています。 

どっと原価シリーズ（どっと原価 NEO LT/ST/EX/クラウド/IaaS、どっと原価３）から書式ファイルを

起動する、出力設定の権限など概要的な部分に関しては、別冊「Excel フリーマニュアル（概要編）」を

ご確認ください。 

「Excel フリーマニュアル（概要編）」は、どっと原価 NEO シリーズのものとどっと原価３のもの 2 パ

ターンございます。お使いの製品にあわせてご確認ください。 

 

2. Excel フリー書式の修正事例集 

1) レイアウトを変更する 

以下では、工事原価管理表のレイアウトを変更する場合を例として挙げています。 

① 出力画面から編集したい書式ファイルを選び、「編集」を押下します。 

② Excel フリー書式ファイルが立ち上がります。 

③ レイアウトを変更し、上書き保存をします。 

 

【列幅を変更する方法】 

幅変更したい列の右側の境界線をドラッグすることにより、変更可能です。 

例）C 列の列幅を変更する場合 

C 列と D 列の間の境界線をつかんで、左へドラッグすると C 列の幅が狭くなり、 

右へドラッグすると C 列の幅が広くなります。 

 

 

 

 

 

 

【配置を入れ替える方法】 

配置変更したい行や列を切り取り、切り取ったセルの挿入を行うことで、変更可能です。 

例）F 列と G 列を入れ替える場合 

F 列を切り取り、H 列へ挿入します。 

F 列を選択し右クリック→「切り取り」を選択      H 列を選択し右クリック→「切り取ったセルの挿入」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

C 列と D 列の間が境界線になり

ます。選択し、ドラッグします。 

左へドラッグ 

(狭くなります) 

「F」を押下すると F 列全体

が選択されます。 選択した列の前列に挿入されます。 
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2) タイトルなど文字を変更する 

以下では、工事原価管理表のタイトルを変更する場合を例として挙げています。 

① 出力画面から編集したい書式ファイルを選び、「編集」を押下します。 

 

② Excel フリー書式ファイルが立ち上がります。 

 

③ 文字を変更します。 

変更をしたいセルをクリックし、新たに文字を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 編集が終了しましたら、上書き保存します。 

 

3) 文字のフォント／フォントサイズを変更する 

フォント/フォントサイズの変更は次のように操作します。 

① フォント/フォントサイズの変更をしたいセルを選択します。 

 

② ホームタブのフォントでフォントの変更を行います。 

「▼」を押下すると、フォント/フォントサイズの一覧が表示されます。 

一覧の中から選択されたフォント/フォントサイズに変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 編集が終了しましたら、上書き保存します。 

 

  

名称変更後はキーボードの

Enterを押下ください。 

フォント一覧 

クリック 

フォントの一覧が表示

されます。 

フォントサイズの一覧が

表示されます。 

サイズ一覧 

クリック 
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4) 用紙サイズ、帳票の向き、倍率を変更する 

帳票のサイズや向き、倍率等を変更します。 

これらの設定はどっと原価上の出力設定または Excel フリー書式ファイルのページ設定のどちらでも

変更できます。 
 

 

① 出力設定の「ページ設定」では、用紙サイズ、印刷の向き、余白の設定が行えます。 

また、印刷設定では、倍率の変更が行えます。 

 

 

 

（注）印刷設定値シート「書式内で計算式、またはカラー印字を使用する」に 1 を立てた場合は、「プ

リンター設定」の一部の動作が制御されます。詳しくは、3. 2) <7> 書式内で計算式、またはカラ

ー印字を使用する 「【注意】「書式内で計算式、またはカラー印字を使用する※8」を設定時のプ

リンター設定の動作」をご参照ください。  

【ページ設定】 

A：用紙サイズを変更する⇒「原稿サイズ」、「サイズ」項目から大きさを切り替えます。 

B：印刷の向きを変更する⇒「印刷の向き」項目のチェックボックスを切り替えます。 

C：余白を変更する⇒「余白(ミリ)」の部分で余白を変更します。 

【倍率】 

D：倍率を変更する⇒出力設定画面の印刷設定-倍率を変更します。 

 

メニュー例：[原価集計］－[原価管理表]－［工事別原価管理表］―［出力] 

A 

B C 

D 
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【Excel 書式ファイルでのページ設定】  

Excel 書式ファイルで書式のサイズや向きを変更する場合は、変更後にどっと原価上で書式の調整を

読込む必要があります。ここでは、工事別原価管理表を例として挙げて説明します。 

 

 

① 出力画面から編集したい書式ファイルを選び、「編集」を押下します。 

 

② Excel が立ち上がったら、工事別原価管理表の書式の「ページレイアウト」タブを選択し、ペ

ージ設定の右下の「矢印」を選択します。 

 

 

③ ページ設定の「ページ」タブで印刷の向き、倍率、用紙サイズを変更できます。 

余白の変更は「余白」タブから行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

【ページ】タブ 

A：印刷の向きを変更する⇒「印刷の向き」項目で切り替えます。 

B：倍率を変更する⇒「拡大/縮小印刷項目の「拡大/縮小」を選択し、倍率を設定します。 

C：用紙サイズを変更する⇒「用紙サイズ」項目からサイズを選択します。 

【余白】タブ 

C：余白を変更する⇒上下左右の余白を設定します。 

 

 

メニュー例：[原価集計］－[原価管理表]－［工事別原価管理表］―［出力] 

B 

C 

D 
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書式を調整したら、上書き保存を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ Excel 書式を閉じ、どっと原価の出力設定画面にある「再読込」ボタンを押下します。 

⑤ 再読み込み確認メッセージが表示されるので、「はい」を押下します。 

画面上では余白の変更を確認できますが、出力サイズや倍率も変更されています。 
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5) 新たな項目を追加する（項目定義を使う） 

表示させたい項目の「帳票項目名」を追加することで表示させることができます。 

 

【帳票項目名に関して】 

・帳票項目名を文字通りに書式に入力しないとデータが表示されません。 

帳票項目名が長い場合、項目定義からコピーして貼り付けすることをおすすめします。「**」は

半角記号、文字は全角になります。 

・帳票項目名は原則１セルに１帳票項目名として使用してください。 

・使用できる帳票項目名は、各書式の項目定義に記載されている帳票項目名のみになります。 

 

以下では、工事別原価管理表に工事の発注者のコードを表示させる方法を例として挙げています。 

項目定義から明細の中に「**工事発注者コード」があります。これを表示させたいセルに入力します。 

 

① 各出力の画面から編集したい帳票を選び、「書式起動」を押下します。 

② 書式「工事別原価管理表_書式.xls」の Excel が立ち上がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 立ち上がった書式の表示させたいセルに「帳票項目名」を貼り付けます。 

④ 「項目定義」を押下し、項目定義から表示させたい項目を検索します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ctrl キー+Ｆを押すこと

で表示したい項目を検索

できます。 

メニュー例：[原価集計］－[原価管理表]－［工事別原価管理表］―［出力] 
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⑤ 表示させたいセルに帳票項目名を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 帳票項目名の入力後、Excel を上書き保存します。 

⑦ プレビューで確認すると、発注者コードが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 帳票項目名を追加する際、帳票によっては複数のシートに分かれている場合があります。シー

ト毎に帳票項目名を追加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表示させたいセルに 

帳票項目名を入力します 

シート毎に帳票項目名を追加します 

発注者コードが表示されます 
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6) セルの表示形式を変更する（和暦→西暦、罫線、0 円の時の表示・非表示） 

Excel フリーの帳票では、Excel の機能を利用して表示形式を変更することができます。 

 

【西暦表示、和暦表示の切り替え方法】 

日付の表示で西暦/和暦の表示を切り替える場合は、セルの書式設定から変更が可能です。 

以下では、請求書を例として挙げています。 

 

例）「ご請求締日」の表示を西暦表示から和暦表示に切り替える場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 出力画面から編集したい帳票の Excel フリー書式ファイルを選択し、「書式起動」を押下しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

メニュー例：[請求/入金］－［請求処理］―［出力] 

「ご請求締日」の表示を西暦（2014/11/30）から

和暦（H26.11.30）に変更します。 
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② 立ち上がった Excel フリー書式ファイルで、変更対象となるセルを選択し右クリック→「セル

の書式設定」を選択します。 

 

左図の場合、M9 のセルが変更対象となるので、

M9 を選択した状態でセルの書式設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [表示形式]タブを開きます。 

「分類」で「日付」、「カレンダーの種類」で「和

暦」を選択し、「種類」で表示させたい形式を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「M9」セル 
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Excel2007 以前の場合は、次のように行います。 

(Excel2007 以前の場合) 

分類でユーザー定義を選択し、種類を一覧から選択または入力して、「OK」を押下します。 

種類 出力例 

[$-411]ge.m.d H26.11.30 

[＄-411]ggge"年"m"月"d"日" 平成 26 年 11 月 30 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「OK」を押下し、「セルの書式設定」画面を閉じます。 

書式を上書き保存しましたら、次回出力時には「ご請求締日」の表示が和暦表示になります。 
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【0 円明細の非表示方法】 

数量や金額など、数字が 0 となる場合には数字の表示を行いたくない場合、セルの書式設定から変更

が可能です。 

以下では、請求書を例として挙げています。 

 

例）単価が 0 円の場合、明細に「0」の表示をさせたくない場合 

以下では、請求書を例として挙げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 出力画面から編集したい書式を選択し、「書式起動」を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単価「0.0」を非表示に変更します。 

メニュー例：[請求/入金］－［請求処理］―［出力] 
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② 立ち上がった書式で、単価が表示されるセルをすべて選択し右クリック→「セルの書式設定」

を選択します。 

 

左の書式の場合、R14～S33 のセルが変更対象とな

るので、R14～S33 のセルをすべて選択した状態で

セルの書式設定を行います。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  [表示形式]タブを開きます。 

「分類」で「ユーザー定義」を選択し、「種類」に直接「#,##0.0 ;[赤]-#,##0.0 ;#」と入力しま

す。 

※数値の表示形式は「（＋の値の書式）;（－の値の書式）;（ゼロの場合の書式）」となります。 

 

④ 「OK」を押下し、「セルの書式設定」画面を閉じます。 

書式を上書き保存しましたら、次回出力時には単価の 0 円は非表示になります。 
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【罫線種類の統一方法】 

「Excel フリー書式では罫線を細線で引いているのに、出力すると太線になってしまう」、などの現

象が起きた場合、セルの書式設定から罫線を引きなおすことで罫線の統一が可能です。 

以下では、工事別原価管理表を例として挙げています。 

 

例）明細の罫線を細線で統一する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 出力画面から編集したい書式を選択し、「書式起動」を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

罫線を細線で統一します。 

メニュー例：[原価集計］－[原価管理表]－［工事別原価管理表］―［出力] 
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② 立ち上がった書式で、明細の 1 行目のセルをすべて選択し右クリック→「セルの書式設定」を

選択します。 

下の書式の場合、B7～P19 のセルが対象となるので、B7～P19 をすべて選択した状態でセル

の書式設定を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [罫線]タブを開きます。 

Excel フリー印刷では、明細部分の１行目のセルの

書式（罫線含む）をコピーして 2 行目以降を作成

しています。 

そのため、左のように明細部分 1 行目の上線が太

線の場合、2 行目以降も上線が太線になってしまい

ます。 

 

この場合、上線を細線に引

き直すことで、すべての明

細で罫線を細線に統一する

ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

明細 1行目 

細線 

極細線(参考) 
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④ このままですと、ヘッダーと明細の境界線が細線の状態となるため、ヘッダーの下線を「セル

の書式設定」で太線に戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「OK」を押下し、「セルの書式設定」画面を閉じます。 

⑥ 書式を上書き保存します。 

 

次回出力時には明細の罫線が細線で統一された状態で出力されます。 

 

 

 

  

太線 
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7) 計算式を使う 

Excel の計算式や関数式を使い、帳票項目にない項目を表示することができます。 

ここでは、工事別原価集計表に受注残を表示させる例を挙げて説明します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 受注残高 ＝ 累計請負金額 － 請負完成金額(完成日が登録されている請負金額) 

 

 

 

 

 

 

 

① N 列と O 列の間に列を挿入し、書式を修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 計算式を作成します。 

 

①の書式において、受注残高を出すための「請負完成金額」は売上として書式内に表示されて

いますが、「累計請負金額」は書式に作られていません。 

「累計請負金額」を書式内に含める場合は新たに列を作成し帳票項目を割り当てます。 

ここでは、この金額を書式内に含めない場合で説明します。 

  

N 列：売上金額と O 列得意先略称の間に
受注残高を表示させます。 

挿入された列 O→P列に移動 
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③ 以下のように書式外の列に計算式に使う帳票項目を挿入します。 

ここでは、受注残を出すため「累計請負金額」にあたる帳票項目を割り当てます。 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

④ 書式内に挿入した列の明細の開始行のセルに計算式を入力します。 

ここでは、O6 セルに[＝Q6－N6]という計算式になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 書式外に帳票項目を割り当てた列を非表示にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Excel フリー書式では、Q6 セル、N6
セルに文字列が入っているため、エ
ラー値が表示されますが、この状態
で OKです。 

「Q」の上で右クリック

し、「非表示」をクリック 

「Q」列が非表示 

「Q6」セル 

「N6」セル 「O6」セル 
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⑥ 印刷設定値シートの「書式内で計算式、またはカラー印字を使用する」という項目に、「1」を

入力してださい。その後、上書き保存します。 

 

 

 

 

 

 

⑦ Excel 上で確認すると以下のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

（注）印刷設定値シート「書式内で計算式、またはカラー印字を使用する」に 1 を立てた場合は、「プ

リンター設定」の一部の動作が制御されます。詳しくは、3. 2) <7> 書式内で計算式、またはカラ

ー印字を使用する 「【注意】「書式内で計算式、またはカラー印字を使用する※8」を設定時のプ

リンター設定の動作」をご参照ください。 
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3. 「印刷設定値シート」の設定方法 

1) 印刷領域設定 

【帳票の印刷タイプ】 

どっと原価の各帳票は、ヘッダー・明細・フッターとレイアウトが分かれている書式やヘッダー部分

のみの書式など印刷タイプが異なります。それぞれの印刷タイプごとにヘッダーの行数、明細の開始

行や明細数などの印刷設定値を合わせます。 

 

各書式の印刷タイプは、項目定義の印刷設定部分に表示されています。 

① 出力する帳票を選び、項目定義を立ち上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

② 印刷設定欄には印刷タイプほか、設定値を合わせるために必要な情報が表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷タイプ 書式の形式です。次頁より各印刷タイプ設定方法を説明します。【p.20-51 参

照】 

グループフッター グループの小計、特定の期間計を表す行です。書式によってグループフッター

の有無が異なります。【<3>ヘッダー明細形式①（例：工事台帳）p.25 参照】 

使用する印刷領域 出力時に引用するデータ領域の数を表します。 

【<3>ヘッダー明細形式①（例：工事台帳）p.25 参照】 

グループキー 明細に表示される対象となる項目を表します。 

【<4>ヘッダー明細形式②（例：請求書）p.30 参照】 

 

 

  

① 

メニュー例：[原価集計］－[原価管理表]－［工事別原価管理表］―［出力] 
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<1> カード形式（例：注文書） 

 

カード形式は、ヘッダー部分のみから構成される帳票です。ここでは注文書を例に説明します。 

注文書には、初期値として注文書、注文書控、注文請書の各書式シートが用意されており、このシー

トごとに印刷設定値のシートを持っています。 

 

 

《書式シート》 

 

  

ページヘッダー 

行数：34行 

開始行：１行目 

① 

書式シート 「注文書」書式シート 

に対応する印刷設定値シート 
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① 加工する場合は、印刷設定値シート『印刷設定値(フォーム名) 』の「ページヘッダー」に開始

行と表示したい行数を入力します。 

【ページヘッダーとは】 

毎ページ出力するヘッダー部分の設定になります。 

ページが複数にわたる場合も、こちらに設定したヘッダーは全ページ出力されます。 

《印刷設定値シート》 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 設定が完了したら書式を保存します。Excel では以下のように出力できます。 

《出力イメージ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

書式シート 

「注文書」書式シート 

に対応する印刷設定値シート 
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<2> 一覧形式（例：工事別原価管理表） 

 

一覧形式の帳票について、ここでは工事別原価管理表を例に説明します。 

工事別原価管理表には、初期値として工事別原価管理表の書式シートとこの書式に対する印刷設定値

のシートを持っています。 

 

《書式シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事別原価管理表の場合、シート名は『工事別原価管理表』となっています。 

 

  

① 

② 

③ 

書式シート 

「工事別原価管理表」書式シート 

に対応する印刷設定値シート 
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《印刷設定値シート》 

 

工事別原価管理表の場合、シート名は『印刷

設定値 (工事別原価管理表)』となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ページヘッダーを設定します。 

 

 

 

 

② 明細の印刷設定値を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ レポートフッター、ページフッターを設定します。 

（※ページフッターは行の高さを小さくしています。） 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

明細：奇数行 

開始行：8行 

行数：3行 

グループフッター 

開始行：11行 

行数：3行 

 

「工事別原価管理表」書式シート 

に対応する印刷設定値シート 

ページヘッダー 

行数：7行 

レポートフッター 

ページフッター 
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【レポートフッターとは】 

最終ページにのみ出力するフッター部分になります。 

レポートヘッダーが設定されている場合は、レポート単位でフッターが出力されます。 

 

【ページフッターとは】 

毎ページ出力するフッター部分の設定になります。 

ページが複数にわたる場合も、こちらに設定したフッターは全ページ出力されます。 

 

④ 設定が完了したら書式を上書き保存し、出力します。 

 

例）複数ページで出力される工事別原価管理表の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最終ページ 

最終ページでは、レポートフッターが印字

されます。 

ページフッターは毎ページ出力されます。 

レポートフッター 

ページフッター 

1 ページ目 

1 ページ目では、レポートフッターは印字さ

れません。 

ページフッターは毎ページ出力されます。 

ページフッター 
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<3> ヘッダー明細形式①（例：工事台帳） 

ヘッダー明細形式は、印刷領域を 2 つ使い、各印刷領域において表示するデータが異なる印刷タイプ

です。 

この印刷タイプは 2 パターンございます。 

1 つは、書式シートが 1 つの印刷タイプ《ヘッダー明細形式①》と、もう 1 つは書式シートが複数あ

る印刷タイプ《ヘッダー明細形式②》です。 

ここではヘッダー明細形式①の帳票について、工事台帳（日付別）を例に説明します。 

工事台帳（日付別）には、初期値として工事台帳（日付別）のシートが用意されており、このシート

の印刷設定値のシートを持っています。 

 

工事台帳の書式のレイアウト等を変更する場合は、シート「工事台帳（日付別）」を変更します。 

シート「工事台帳（日付別）」のレイアウトを変更した場合は、印刷設定値シートの「印刷設定値(工

事台帳(日付別))」の値を変更します。 

《書式シート》 

 

 

 

 

《印刷設定値シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

書式シート 

「工事台帳(日付別)」書式シート 

に対応する印設定値シート 
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【印刷領域とは】 

各帳票には印刷領域があり、印刷領域ごとに印刷設定値を設定します。基本は印刷領域１を使用しま

す。印刷領域１の表示する内容とは別の画面から明細を表示する場合、印刷領域１の中に印刷領域２、

印刷領域３などを設定します。 

 

工事台帳は印刷領域が２つあります。 

印刷領域１では主に工事情報を表示します。工事登録などから表示しています。印刷領域２では主に

原価情報を表示します。仕入伝票入力１，２や勤怠入力などから表示しています。 

 

《印刷領域１、印刷領域２》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

B-① 

B-② 

B-③ 

印刷領域１ 

印刷領域２ 

A-① 

Ａ 

Ｂ 

B-④ 
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《印刷設定値シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 印刷領域１のページヘッダーを設定します。【A-①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-① 

B-④ 

Ａ Ｂ 

B-① 

B-② 

B-③ 

ページヘッダー 

行数：12行 
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② 印刷領域２のページヘッダーを設定します。【B-①】 

 

 

 

 

 

③ 印刷領域２の明細の奇数行を設定します。【B-②】 

※奇数行と偶数行で背景などの違いがある場合は、偶数行の値も設定できます。 

詳細については『3.1).<4>印刷領域２の明細の奇数行、偶数行を設定します。【B-③】(p.45)』 

をご参照ください。 

 

 

 

 

 

④ 印刷領域２の明細のグループフッターを設定します。【B-③】 

 

 

 

 

 

⑤ 印刷領域 2 のページフッターを設定します。【B-④】 

 

 

 

 

 

 

【グループフッターとは】 

明細の中にフッター行を設定し、小計を表示させることができます。 

工事台帳（日付別）では、月計を出力できます。帳票によっては工事計や業者計、部門計を出力する

ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページヘッダー 

行数：4行 

明細 奇数行 

行数：3行 

明細 グループフッター 

行数：3行 

ページフッター 

行数：3行 



どっと原価シリーズ 

29 

 

⑥ 設定が完了したら書式を上書き保存し、出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

印刷領域１ 

印刷領域２ 

Ａ 

Ｂ 
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<4> ヘッダー明細形式②（例：請求書） 

ヘッダー明細形式②は、印刷領域を 2 つ使い書式シートが複数ある印刷タイプです。中には書式シー

トごとに出力する内容が異なる帳票もございます。ここではヘッダー明細形式②について、請求書(請

求先別)を例に説明します。 

請求書(請求先別)には、初期値として請求書(請求先別)、請求書控(請求先別)の各書式シートが用意さ

れており、このシートごとに印刷設定値のシートを持っています。 

《書式シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《印刷設定値シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書式シート 

「請求書(請求先別)」書式シート 

に対応する印刷設定値シート 
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【印刷領域とは】 

各帳票には印刷領域があり、印刷領域ごとに印刷設定値を設定します。印刷領域１は、帳票全体の範

囲が対象になります。印刷領域１を表示する内容とは別の明細情報を表示する場合、印刷領域１の中

に印刷領域２、印刷領域３などを設定します。 

 

請求書(請求先別)では印刷領域が２つあります。 

印刷領域１では主に発注者情報と会社情報を表示します。印刷領域２では主に工事情報、売上情報、

入金情報を表示します。 

 

《印刷領域１、印刷領域２》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

印刷領域１ 
Ａ 

印刷領域２ 

A-① 

A-② 

B-② 
B-③ 

A-③ 

B-① 
Ｂ 

B-④ 
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《印刷設定値シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 印刷領域１と印刷領域 2 のページヘッダーを設定します。【A-①、B-①】 

 

 

 

 

 

 

 

  

ページヘッダー 

印刷領域 2 

行数：2行 

「請求書(請求先別)」書式シート 

に対応する印刷設定値シート 

Ａ Ｂ 

A-① 

A-② 

B-② 

B-③ 

A-③ 

B-① 

ページヘッダー 

印刷領域 1 

行数：1行 

B-④ 
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② 印刷領域１のレポートヘッダーを設定します。【A-②】 

「レポートヘッダー」とは、１ページ目と 2 ページ目以降に表示するヘッダーを変更する場合

に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印刷領域は 1 に設定します。 

開始行…ヘッダーの開始行を設定します。 

 行数……開始行から何行表示するか設定します。 

 

《出力イメージ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 

 

①

１

１ 

イ 

 

①

１

１ 

ア 

 

①

１

１ 

イ 

 

①

１

１ 

アで設定した行が１ページ目に表

示されます。 

イで設定した行が２ページ目以降

に表示されます。 

1 ページ目 

アで設定したレポートヘッダーが 

1ページ目に表示されます。 

2 ページ目 

イで設定したレポートヘッダーが 2 ページ

目以降に表示されます。1 ページ目の 10、

11行目が表示されません 
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③ 印刷領域２の明細のグループヘッダーを設定します。【B-②】 

「グループヘッダー」とは、グループキーとなる項目を指します。 

明細で小計を出す場合は、グループキーによって集計されます。グループヘッダーを設定する

ことにより、グループキーの名称を表示させることができます。 

請求書の場合グループキーは「工事」となり、「工事」ごとに小計を出すことができます。 

 

 

 

 

 

 

※明細がある印刷領域に設定します。 

 開始行…グループヘッダーの帳票項目名が設定してある行の開始行を設定します。 

 行数……開始行から何行表示するか設定します。 

 

《出力イメージ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループヘッダーは、明細（奇数行）

より、上の行で設定します。 

グループヘッダーが表示されます。 

（この例では、工事名称） 
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④ 印刷領域２の明細の奇数行、偶数行を設定します。【B-③】 

明細「奇数行」「偶数行」とは、奇数行と偶数行で、色を変えるなど設定を変更する場合に、

「奇数行」と「偶数行」を設定します。 

奇数行、偶数行で設定の違いが無ければ、奇数行のみを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印刷領域は 2 に設定します。 

奇数行…明細の１行目の開始行を設定します。 

 偶数行…明細の２行目の開始行を設定します。 

 行数……１明細の行数を設定します。 

 

《出力イメージ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 印刷領域２に表示する明細のグループフッターを設定します。【B-④】 

 

 

 

⑥ 印刷領域１のページフッターを設定します。【A-③】 

※ページフッター1 行目(36 行目)は行の高さが小さくなっています。 

 

 

 

この場合は、奇数行

（明細の 1 行目）が

15 行目になり、偶数

行（明細の 2 行目）

が 16 行目になりま

す。 

奇数行、偶数行によって、明細の色

が異なる設定で出力できます 

。。 

グループフッター 

印刷領域 2 

行数：2行 

ページフッター 

印刷領域 1 

行数：2行 
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⑦ 設定が完了したら書式を上書き保存し、出力します。 

 

《出力イメージ》 
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<5> 複数データ形式（例：工事情報） 

 

この形式は、複数の印刷領域で構成される印刷タイプです。ここでは工事情報を例に説明します。 

 

《書式シート－印刷領域１》 

 

 

  

④  

②  

印刷領域 1 Ａ 

書式シート 

③  

①  
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《書式シート－印刷領域２、印刷領域３》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事情報の帳票は、工事登録メニューから出力できる帳票です。 

またこの帳票で反映される情報は、以下のようにデータの場所が異なっています。 

《印刷設定値シート》 

 

 

Ａ：工事登録の情報を集約したデータ 

Ｂ：工事登録の請負情報タブのデータ 

Ｃ：工事登録の入金予定タブのデータ 

 

 

このようにＡとは異なるデータを明細形

式で引用する場合、印刷領域 1 の中に印

刷領域 2、3…を設定し、それぞれの領域

で各セクションの印刷設定値を入力しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

印刷領域 2 

印刷領域 3 

①  

②  

③  

①  

②  

③  

Ｂ 

Ｃ 

「工事情報」書式シート 

に対応する印刷設定値シート 

Ａ Ｃ Ｂ 
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《印刷設定値シート－印刷領域 1（A）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 印刷領域１のページヘッダー(毎ページ上部に表示する行)を設定します【A-①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 印刷領域１の１ページ目のレポートヘッダー(工事や業者、注文者が変わるごとに表示する行)

を設定します。【A-②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ページヘッダー 

行数：7行 

 

１行目から 7 行目に設定することで、
タイトルや印鑑欄が毎ページに表示さ
れます。 

レポートヘッダー 

行数：36行(8-43行

目) 

 

工事の詳細情報をレポートヘッダー
に設定します。 

②  

③  

①  

④  
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③ 印刷領域１の２ページ目以降のレポートヘッダーを設定します。【A-③】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 印刷領域１のページフッター(毎ページ下部に表示する行（領域の終了位置）)を設定します。 

【A-4】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2頁目以降 

行数：3行(8-10行目) 

 

同じ工事で表示したい工事情報が 1 頁に収まらない場合、

2ページ目以降にも出したい範囲を設定します。 

この例では、工事名と受注日、契約工期が表示されます。 

ページフッター 

開始行：56行目 

行数：0行 

 

この書式では、フッターに表示するデータはありませんが、

フッターの開始行を入力することで、印刷領域 1 の終了位

置を表します。 
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《印刷設定値シート－印刷領域２（Ｂ）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 印刷領域２のページヘッダーを設定します。【B-①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 印刷領域２の明細を設定します。【B-②】 

 

 

 

 

 

 

 

  

ページヘッダー 

行数：3行(44-46行

目) 

 

ここでは、表示する項目の見出しをページ

ヘッダーに設定しています。 

また 44 行目からページヘッダーにするこ

とで、余白を生み出しています。 

明細 

奇数行の開始行：47行目 

行数：1行 

奇数行と偶数行の背景や字体を変えた

い場合は偶数行の開始行に値を入力し

ます。 

① 

② 

③ 
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⑦ 印刷領域２のページフッターを設定します。【B-③】 

 

 

 

 

 

《印刷設定値シート－印刷領域３（Ｃ）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 印刷領域３も同様に、ページヘッダー、明細、ページフッターを設定します。 

【C-①、C-②、C-③】 

複合明細パターンの帳票では、印刷領域 2、3 の設定方法は同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページフッター 

開始行：49行目 

行数：1行 

① 

② 

③ 

ページヘッダー 

開始行：50行目 

行数：3行 

ページフッター 

開始行：55行目 

行数：1行 

明細 

奇数行の開始行：55行目 

行数：1行 

① 

② 

③ 
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設定が完了したら書式を保存します。Excel では以下のように出力できます。 

 

《出力イメージ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷領域 1 

印刷領域 2 

印刷領域 3 
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<6> 特殊な形式①（見積書） 

 

見積書はその他の帳票とは異なり、1 つの Excel フリー書式で 2 つの印刷タイプが混合した特殊な帳票

です。5 つある書式シートのうち、「見積明細表紙」がカード形式、「見積合計書 1～3」「見積明細書」

が一覧形式となっています。 

《書式シート-見積明細表紙》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《書式シート-見積合計書》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

① 

② 

③ 

④ 

書式シート 

一覧形式 

見積合計書・明細書－一覧形式 

見積表紙－カード形式 

カード形式 

書式シート 
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《印刷設定値シート-見積表紙》 

 

カード形式の詳細な印刷設定値の合わせ方に

ついては、3.-1)-＜１＞カード形式（例：注文

書）をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《印刷設定値シート-見積合計書》 

 

一覧形式の詳細な印刷設定値の合わせ方に

ついては、3.-1)-＜２＞一覧形式（例：工事

別原価一覧表）をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

「見積合計書」書式シート 

に対応する印刷設定値シート 

① 

「見積明細表紙」書式シート 

に対応する印刷設定値シート 



どっと原価シリーズ 

46 

 

◆見積書作成のポイント◆ 

条件設定には、見積内容に応じて表示方法を設定できる表示設定項目がございます。 

ここでは参考例を用いて、【1】印字階層の選択【2】行属性の出力【3】工種品名の印字【4】改ページ

処理の設定方法を説明します。 

【条件設定の表示設定項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考例：3階層で作られた見積】 

 

 

【1】 

【4】 

表示設定項目 
【2】 

【3】 
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【1】印字階層の選択 

例）参考例の見積で、【費目】・【品名】階層のみ出力する 

 

① 条件設定のシート選択項目から、出力させたいシートを選びます。 

 合計書～明細書シートに表示される階層は以下となります。 

合計書 費目階層のみ 合計書 2 工種階層まで 合計書 3 種別階層まで 

※ 合計書 4  細別まで ※ 合計書 5 細別内訳まで 明細書 品名階層まで 

 ※合計書 4/合計書 5 は、初期設定-見積情報で入力階層を 6 階層に設定している場合に選択できます。 

 今回は、明細表紙と合計書、明細書にチェックを押下します。 

 

 

② 条件設定の工種選択項目から、出力させたい階層を選びます。 

※初期設定-見積情報で入力階層を 6 階層に設定されている場合は、6 階層まで選択できます。 

 今回は、費目と品名にチェックを押下します。 

    

 

③ 出力すると選択した階層分のみ見積内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見積表紙 

合計書-費目階層 

明細書-品名階層 
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【2】行属性の出力 

見積作成時に、行属性№が「1～65(値引きやコメント行等)」に設定された行を、印字する・しないか

の設定が行えます。  

例）参考例の見積で「行属性：値引き」に設定された行を印字する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 条件設定の行属性項目から 

『出力する』を選択します。 

 

 

② 出力すると、値引き行が印字されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

値引き行 
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【3】工種品名の印字 

2 階層または 3 階層の見積で、工種階層・種別階層を品名階層に下げた場合に、合計書に品名行を印

字するかしないか設定できます。 

参考例の見積は、種別階層で「階層↓」を押下し、階層を下げて品名行としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 条件設定の「工種品名（合計書）」項目で「出力する」を選択します。 

② 出力すると、合計書に階層を下げて入力した品名行が表示されます。 

参考例では、見積合計書 3 に種別品名行が表示されます。 

また「工種品名（合計書）」で「出力しない」を選択すると、見積明細書の品名行は表示対象です

が、見積合計書には表示しません。 
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【4】改ページ処理 

改ページするかしないか、どの階層で改ページするか設定できます。 

参考例の見積では、費目階層で改ページします。 

① 条件設定の改頁項目から『改頁する』を選びます。 

 

② 続いて改頁単位項目から『工種』を選びます。 

 

③ 出力すると、下図のように表示されます。 

 

今回は、工種階層で改ページをする設定のため、種別階層の一覧が表示されるシート(見積合計書 3)

で工種ごとに改ページされます。参考例の見積では、直接工事費の中に、工種 1：土工、工種 2：共通

工 という 2 つの工種があるため、工種ごとに 2 枚のシートに分かれて出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※改ページ処理した場合は、シートの並びが入れ替わって出力されますのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

工種 1 

工 種

2 

工 種

1 工種 2 

見積合計書 3での改ページ 
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<7> 特殊な形式②（例：請負工事台帳） 

工事台帳（要素別）、工事台帳（日付別）の書式では、印刷設定値シートの『ヘッダー部の特殊明細出

力』に値を設定することでヘッダー内に明細を表示することができます。 

ここでは、『請負工事台帳(日付順)_請負_書式』を例に説明します。 

 

《書式シート》 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《印刷設定値シート》 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書式シート 

ヘッダー内の明細領域（ヘッダー部の特殊明細出力) 

「工事台帳」書式シート 

に対応する印刷設定値シート 
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【印刷領域について】 

請負工事台帳では、ヘッダー部の明細部分に 請負情報 、入金情報 、売上情報 を表示することができま

す。そのため「ヘッダー部の特殊明細出力」の設定可能領域は、 [印刷領域 1～3] となっており、印刷

領域 1 が請負明細、印刷領域 2 が入金明細、印刷領域 3 が売上明細の設定領域となっています。 

 

例えば『請負工事台帳(日付順)_請負_書式.xls』では、ヘッダー内の明細領域において 請負金額 と 入

金明細 を表示させるレイアウトとなっているため、印刷設定値シートの「ヘッダー部の特殊明細出力」

部分では[印刷領域 1]と[印刷領域 2]に設定値を入力します。 

 

《請負工事台帳(日付順)_請負 書式シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

《印刷設定値シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

『請負工事台帳(日付順)_売上_書式.xls』の書式では、 売上明細 と 入金明細 を表示しているため、印

刷設定シートのヘッダー部の特殊明細出力では、[印刷領域 3]と[印刷領域 2]に設定値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷領域 1 印刷領域 2 印刷領域 3 

請負明細 入金明細 売上明細 

[ヘッダー部の特殊明細出力] 

印刷領域 1 印刷領域 2 

印刷領域 2 印刷領域 3 書式シート 

印刷設定値シート 

ヘッダー部の特殊明細出力 
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A-① 

A-② 

A-③ 

A-④ 

【印刷設定値について】 

《ヘッダー部の特殊明細出力部分》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ヘッダー部の特殊明細出力-印刷領域》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 明細ブロック領域の設定をします。【A-①、B-①】 

明細ブロック領域では、これまでの開始行や行数の設定に加え、開始列、列数の設定も必要と

なります。 

 

[印刷領域 1] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷領域 1 

A-① A-① 

A-① 

A-② 

A-③ 

A-③ 

A-④ 

Ａ 

B-① 

B-① B-① 

印刷領域 2 

B-② 

B-③ 

B-③ 

B-④ 

Ｂ 

開始行：4 行

目 

開始列：13列目 領域の列数： 8

列 

領域の開始列は M列としています。 

A列から順に 1列目、2列目…と数えると 

M列は 13列目になります。 

同じように請負金額の表示領域は M 列か

ら T列となるので列数は 8列となります。 
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[印刷領域 2] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ヘッダーの設定をします。【A-②、B-②】 

この書式では、どちらの領域においてもヘッダー行数が 2 行となります。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 明細の設定をします。【A-③、B-③】 

明細もヘッダー同様、どちらの領域も同じ値となります。 

 

 

 

 

 

 

 

④ フッターの設定をします。【A-④、B-④】 

    フッターもヘッダー同様、どちらの領域も同じ値となります。 

 

 

 

 

【注意】Excel 書式で設定した明細数を超えるデータが存在する場合 

Excel 書式上で設定した明細数を超えるデータが存在する場合は、その明細数を超えて印字するこ

とが出来ません。また、合計行に関しても、印字された明細を超えるデータは加算されません。 

データがすべて印字されるようにレイアウトと印刷設定値を調整してください。 

  

開始列：21列目 領域の列数： 4

列 

開始行：4 行

目 

入金明細部分に関しては、領域の開始列

は U 列としているので、21 列目となりま

す。 

領域の列数は U 列～X 列の 4 列となりま

す。 

行数：2行 

印刷領域 1 印刷領域 2 

1明細の行数：1行 

明細数：6 

開始行：6行目 

開始行：12行目 

行数：1行 
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【帳票項目名について】 

ヘッダー部の特殊明細出力部分で使用できる帳票項目名は、項目定義内の「ヘッダー部の特殊明細」内

にある項目となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帳票項目名の引用方法は、２.-６） 新たな項目を追加する（項目定義を使う）をご参照ください。 
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<8> 特殊な形式③（請求書（納品書）） 

請求書（納品書）の書式では、印刷設定値シートに複数の値を設定することで 1 シート内に同じレイア

ウトを複数表示することができます。以下の図では、1 シート内に①～③の 3 つのレイアウトを表示し

ています。 

 

《書式シート》 

 

 

 

書式シート 

① 

② 

③ 
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《印刷設定値シート》 

 

 

 

 

 

 

【印刷設定値について】 

印刷設定値シートの 45 行目にレイアウトの分割数を入力します。 

その後、各レイアウトの開始行を半角カンマ区切りで設定します。例では、1 つのシートを 3 分割して

3 つのレイアウトを表示しているため、各レイアウトの開始行の値を半角カンマ区切りで 3 つ入力しま

す。 

行数は複数の設定ができないため、全てのレイアウトはヘッダーや明細の行数を一致させる必要があり

「請求書」書式シート 

に対応する印刷設定値シート 
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ます。 

例えば①～③のレイアウトでは、ページヘッダーの行数は全て 8 行になるよう書式を作成しています。 

このように、その他の範囲も全てのレイアウトが統一するように書式を作成してください。 

 

 

 

 

 

  

ヘッダー開始行：1行目（印刷領域１） 

9行目（印刷領域２） 

明細開始行：12行目（偶数） 

13行目（奇数） 

グループヘッダー開始行：11行目 

レポートフッター開始行：17行目 

ページフッター開始行：19行目 

ヘッダー開始行：20行目（印刷領域１） 

28行目（印刷領域２） 

明細開始行：31行目（偶数） 

    32行目（奇数） 

グループヘッダー開始行：30行目 

レポートフッター開始行：36行目 

ページフッター開始行：38行目 

ヘッダー開始行：39行目（印刷領域１） 

47行目（印刷領域２） 

明細開始行：50行目（偶数） 

    51行目（奇数） 

グループヘッダー開始行：49行目 

レポートフッター開始行：55行目 

ページフッター開始行：57行目 

① 

② 

③ 
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2) その他詳細設定 

帳票の印刷設定値シートには、各印刷領域を設定する箇所とその他詳細設定をする箇所があります。

ここではその他詳細設定について説明します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細設定項目と設定内容は次の通りです。 

 

《設定項目》 

 詳細設定項目 

1 グループフッターは明細の背景を使用 

2 グループキー変更後に改ページする 

3 グループキーが同じ場合には 2 行目以降のキーを空白にする 

4 グループキー変更後にシート切替する 

5 1 シート内の制限ページ数 

6 フッター行の値を明細行の計算式で使用する 

7 書式内で計算式、カラー印字を使用する 

 

《設定内容》 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定する→1(半角) ／ 設定しない→空白 

（5 のみ制限ページ数） 

詳細設定 

印刷領域

設定 
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<1> グループフッターは明細の背景を使用 

グループフッターを印字する際に、明細の背景を引き継ぐ設定が行えます。 

ここでは、以下の請求書(工事別)の請求詳細書のシートを例にあげて説明します。 

 

《書式シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 明細の奇数行の背景が白、偶数行の背景が緑になるように書式を加工します。 

② 明細とグループフッターの印刷設定値を設定します。 

 

 

 

 

 

③ グループフッターで明細の背景の設定を引き継ぐ場合は、該当の印刷領域に「1」を入力し上

書き保存します。 

 

例)印刷領域２に明細がある場合、印刷領域２の列に入力します。 

 

  

明細の開始  

奇数行：14行目 

偶数行：15行目 

  

gyou グループフッター 

開始行：16行目 

行数：2行 
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④ グループフッターにも明細の背景が反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ グループフッターで明細の背景の設定をしない場合は、該当箇所を空白の状態で上書きします。

すると以下のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループフッターの背景が書
式で設定している薄黄色では
なく、明細行で設定している
白と緑の交互になります 

書式で設定されているグループフ
ッターの背景がそのまま使用され
ます 
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<2> グループキー変更後に改ページする  

グループ(明細に表示される業者や工事、社員など)が変わった際に、改ページをするか設定が行えま

す。ここでは以下の労務管理表(社員別)を例として説明します。この帳票では、社員がグループキーに

なり、社員が変わった時に改ページすることを意味します。 

《書式シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① グループキー変更後に改ページする場合は、印刷領域 1 の列に「1」を入力し、上書き保存を

します。 

 

 

 

② どっと原価のプレビューで確認すると、社員ごとにページが分かれて表示されます。 

この設定を行うと、明細内のグループフッター（小計行）は表示されず、レポートフッター

（総合計）に社員計が表示されます。 

 

《プレビューイメージ》 
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③ Excel 上で確認すると、同一シートで社員ごとにページが分かれて表示されます。 

《Excel 出力イメージ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ グループキーごとに改ページしない場合は、印刷設定値シートの該当箇所を空白の状態で上書

き保存します。すると以下のように、改頁されず連続して表示されます。この場合は、明細内

のグループフッター（小計行）に社員計が表示され、レポートフッターに総合計が表示されま

す。 

 

《出力イメージ》 
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<3> グループキーが同じ場合には 2 行目以降のキーを空白にする 

グループ(明細に表示される業者や工事、社員など)が同じ場合に、2 行目以降も同じ名称を印字する

か 1 行目のみ印字するかの設定が行えます。 

 

ここでは、仕入集計表(工事別)を例として説明します。 

この帳票では、業者がグループキーになり、明細ごとに業者名称を印字するか 1 行目のみ業者名称を

印字するかの設定となります。 

《書式シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 仕入明細の業者が同じ場合、2 行目以降に業者欄を空にする場合は、印刷設定値シートに「1」

を入力し、上書き保存をします。 

 

 

 

 

① 出力すると、すると以下のように 2 行目以降は業者名が印字されません。 

 

《出力イメージ》 
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② 仕入明細の業者が同じ場合に 2 行目以降に業者名を印字する場合は、印刷設定値シートの該当

箇所を空白の状態で上書き保存します。出力すると、明細ごとに業者名が印字されます。 

 

《出力イメージ》 
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<4> グループキー変更後にシート切替する 

グループ(明細に表示される業者や工事、社員など)が変わった際に、シートを切替える設定が行えま

す。ここでは以下の V210 支払査定表_書式(区分別：業者別)を例として説明します。この帳票では、

業者がグループキーになり、業者が変わった時に改ページすることを意味します。 

《書式シート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① グループキー変更後にシートを切り替える場合は、印刷設定値シートの該当箇所に「1」を入

力し、上書き保存します。 

 

 

 

② Excel 上で確認すると、以下のように社員ごとにシートが切り替わった形で表示されます。 

この設定を行うと、明細内のグループフッター（小計行）は表示されず、レポートフッター

（総合計）に業者計が表示されます。 

 

《出力イメージ》 
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③ グループキー変更後にシート切替しない場合は、該当箇所が空白の状態で上書き保存します。 

   

 

 

 

 

④ この場合、１シートに明細が連なって表示されます。 

この場合は、明細内のグループフッター（小計行）に業者計が表示され、レポートフッターに

総合計が表示されます。 

 《出力イメージ》 
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<5> 1 シート内の制限ページ数 

1 シートに表示する制限ページを設定できます。 

Excel 出力でページ数が多い場合、速度を優先する場合に有効な設定です。出力ページが非常に多く、

100 ページを超える場合は必ずこちらの設定を行ってください。 

ここでは、以下の業者一覧表を例として説明します。この帳票では、A4 サイズで出力すると、1 頁

に最大 6 つ明細が表示されるように書式が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 1 シート内の制限ページを設定する場合は、印刷設定値シートの該当箇所に、表示したいペー

ジ数を入力し、上書き保存します。 

 

 

 

 

注)毎ページに画像の出力が必要な場合は、1 シート内の制限ページ数を必ず「1」で設定しま

す。 

 

 

  

A4サイズで出力 

1ページにつき 

最大 6明細 
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② Excel 上で確認すると、次のように１シートにつき２ページずつでシートが分かれて表示され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 1 シート内の制限ページ数を設定しない場合は、該当箇所が空白の状態で上書き保存します。 

出力しますと、1 シートに全ページ表示されます。 
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<6> フッター行の値を明細行の計算式で使用する 

 

フッターやヘッダーなど明細以外の値を明細行の計算式に使用する場合は、この設定を行います。 

印刷設定値シートの入力以外にも設定が必要となりますので、合わせて説明致します。 

ここでは、フッター(表示されている全工事の今回原価合計)から各工事の今回原価率を出す書式シート

を例として説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

① 明細以外の値を明細部で計算式に使用する場合は、必ずセルの名称を変更する必要があります。 

ここでは「**原価金額-今回税込」という帳票項目が入力されている「J 列 58 行目」の名称を

「TEST_A」に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数式バー左端の枠内でセル

の名称を変更します。     

「J58」⇒「TEST_A」 

 

 

 

原価率 ＝ 各工事の今回原価 ÷ 全工事の今回原価合計  

工事別原価管理表(原価率) 

 
各工事の原価合計 

 工事の原価合計 
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② 列を挿入し、計算式を入力します。 

ここでは、原価率を出すため「＝J7(**原価金額-今回税込)÷TEST_A(**原価金額-今回税込)」という

計算式を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 印刷設定値シートの「フッター行の値を明細行の計算式で使用する」という項目に、「1」を入

力し、上書き保存します。 

 

 

 

 

 

④プレビュー表示、Excel 出力すると、以下のように原価率を確認できます。 
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<7> 書式内で計算式、またはカラー印字を使用する 

Excel フリー書式内で計算式を使用、もしくはカラー印字する場合は、以下の設定を行ってください。

ここでは、工事別原価集計表に受注残を表示するために計算式を追加した例でご説明します。 

 

計算式の追加方法は『2-7)計算式を使う(p.16)』をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

① 受注残に、[＝Q6－N6]と計算式が使用されています。 

この書式の印刷設定値シートの「書式内で計算式、またはカラー印字する。」という項目に、

「1」を入力し、上書き保存します。 

 

 

  

② プレビューで確認した場合でも、計算式の計算結果が反映されます。 

 

 

 

 

 

 

  

「Q6」セル 
「N6」セル 「O6」セル 

設定なし 設定「1」 
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【注意】「書式内で計算式、またはカラー印字を使用する※8」を設定時のプリンター設定の動作 

印刷設定値シート「書式内で計算式、またはカラー印字を使用する」に 1 を立てた時と、空白の時の

「プリンター設定」及び「ページ設定」の動作は下記のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 書式内で計算式、またはカラー印字を使用する ※8 

1（有効） 空白（無効） 

プリンターの切り替え ○  ○  

サイズ（倍率）変更 ○  ○  

給紙方法の変更  

（手差し印刷含む） × ※1 ○ 
 

印刷の向きの変更 × ※1 ○  

両面印刷 × ※2 ○  

カラー/白黒の切替 ×  △  ※3 

 

 

【※1】印刷設定値シート「書式内で計算式、またはカラー印字を使用する」に 1 を立てた場合は、

「プリンター設定」及び「ページ設定」で※1 の設定を行っても、これらの設定は無効となり、出

力結果に反映されません。※1 の設定を行う場合は、OS の「コントロールパネル」＞「デバイス

とプリンター」からプリンタードライバーの印刷設定を変更するか、もしくはプリンターデバイス

を別途追加後、印刷設定を変更し、「プリンター設定」から追加したプリンターデバイスを設定し

直してください。ただし、プリンターによって、印刷時にプリンタードライバーの設定が反映され

ない場合があります。  

お使いのプリンターを 

選択してください。 

メニュー例：[売上伝票入力]－「出力」－「プリンター設

定」 
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【※2】印刷設定値シート「書式内で計算式、またはカラー印字を使用する」に 1 を立てた場合は、

「プリンター設定」や OS の「コントロールパネル」＞「デバイスとプリンター」からプリンター

ドライバーの印刷設定を変更しても、両面印刷できません。一度 PDF や Excel に出力し、PDF や

Excel で両面印刷設定を行い、印刷してください。 

 

 

【※3】プリンタードライバーの印刷設定が「カラー」の場合、印刷設定値シート「書式内で計算式、

またはカラー印字を使用する」に 1 を立てるとカラーで印刷されます。 

また「書式内で計算式、またはカラー印字する」が空白の場合でも、プリンターによって、プリン

ター設定でカラー/白黒の切り替えが効かない場合があります。（下図△）この場合は、OS の「コン

トロールパネル」＞「デバイスとプリンター」からプリンタードライバーの印刷設定を変更するか、

もしくはプリンターデバイスを別途追加後、印刷設定を変更し、「プリンター設定」から追加した

プリンターデバイスを設定し直してください。 

 

 

 プリンター設定で、カラーに切り替える場合 

 書式内で計算式、またはカラー印字を使用する ※8 

1（有効） 空白（無効） 

プリンタードライバー：白黒 × △ 

プリンタードライバー：カラー ○ △ 

 

 プリンター設定で、白黒に切り替える場合 

 書式内で計算式、またはカラー印字を使用する ※8 

1（有効） 空白（無効） 

プリンタードライバー：カラー × △ 

プリンタードライバー：白黒 ○ ○ 

 

  



どっと原価シリーズ 

75 

4. 注意事項 

1) シート名の固定 

各 Excel フリー書式ファイル内にある書式シート名、印刷設定値シート名はプログラムで管理してお

りますので、シート名を変更しないでください。(出力エラーとなります) 

既存の独自帳票をご利用の場合は、シート名を初期 Excel フリー書式ファイルの書式シート名と同じ

名前に変更してください。 

なお、書式シート名、印刷設定値シート名のカッコは半角を使用しています。 

 

例）請求書(請求先別)の Excel フリー書式ファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Excel ファイル内のシート名は固定 

書式シート名、印刷設定値シート名は 

初期 Excelフリー書式ファイルと同一にしてください 

レイアウトは変更可能です 
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2) 雛形書式の保存先 

【Excel フリー書式ファイルの保存先】 

Excel フリー書式ファイルが保存されている場所は、環境設定の画面から確認できます。また、お手

持ちの Excel フリー書式ファイルをどっと原価で使う場合も、以下の保存先に移行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帳票出力画面に書式フォルダが表示されていますので、ご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)請求書のように、区分別にフォルダが分かれている帳票がございます。 

 

3) Microsoft Excel のインストール 

以下操作を行う場合は、Microsoft Excel を事前にインストールしていただく必要がありますので、 

ご注意ください。 

➢ Excel 出力する場合 

➢ 画像の挿入や背景色の変更など、カラー印字する場合 

➢ 書式シートを独自に加工される場合 

➢ Excel の関数（計算式）を使用する場合 

どっと原価のインストール先(サーバー)の共有フォルダ⇒  

KDW⇒ DotGenkaNEO⇒ ExcelEree⇒ 各帳票名のフォルダ内 
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